
 

○各関係機関からの情報提供・共有 
【大口堰土地改良区】 
現在、上流域と下流域の受益地で４８時間毎の番水を既に実施中。 
【大井手土地改良区】 
１～２割程度の自主節水を実施中。 
成熟期の遅い品種は、お盆の頃までは最も水が必要で、それ以降であれば節水が実施されても、

特に大きな問題はない。取水自体は、９月上旬（１０日頃）まで行う。 
【鳥取県】 
昨年度と同様の渇水対応が可能なよう、既に渇水対策パッケージを準備済み。（別紙参照） 
【工業用水】 
自主節水１０％を実施。 
【水道用水】 
現段階では取水に影響はないが、先々、取水困難にならないよう対策として、あらかじめ河川内

で掘削によるみずみちを施工する可能性はある。 
【袋川農水】 
殿ダムからの放流により、取水に問題はない。成熟期の遅い品種は、お盆の頃までは最も水が必

要で、それ以降であれば節水が実施でも特に問題はない。 
 

○渇水調整に関してのご意見 
【大井手土地改良区】 
大規模農家が多く、水を必要とする期間が延びている。節水は厳しいが、他の利用者のことも考

えるとやむを得ない。 
【三洋製紙（株）】 
工業用水の利用はぎりぎりであるため、節水が先延ばしになればありがたい。 
【鳥取県企業局】 
節水実施となっても特に問題はない。 
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